
蒜畠飽≪千葉あっし
鮎酌審問　　誠実　垂気　停璽

農
家
の
長
男
に
生
ま
れ

冬
、
父
は
出
稼
ぎ
に

1
9
5
7
年
（
昭
和
3
2
年
）
江

刺
区
相
瀬
の
農
家
の
長
男
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
耕
作
面
積
は

約
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
し
か
な
く
、

貧
し
い
生
活
で
し
た
。

小
学
l
年
生
の
時
か
ら
父
は

祖
父
母
、
母
、
妹
、
弟
を
養
い
、

借
金
返
済
の
た
め
各
期
間
は

出
稼
ぎ
に
出
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
と
き
か
ら
、
な

ぜ
家
族
が
一
緒
に
生
活
で
き

な
い
の
か
？
社
会
に
疑
問
や
不

満
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。獣

医
師
め
ざ
し
岩
大
へ

寮
自
治
会
活
動
も

家
で
は
牛
も
飼
い
、
動
物
を

み
た
り
触
っ
た
り
す
る
こ
と
が

好
き
で
、
そ
ん
な
仕
事
に
携
わ

り
た
い
、
と
岩
手
大
農
学
部
獣

医
学
科
へ
進
学
。
す
ぐ
に
馬
術

部
に
入
学
し
ま
し
た
。

寮
暮
ら
し
で
、
寮
自
治
会
の

活
動
に
も
参
加
。
学
費
値
上

げ
、
貧
弱
な
研
究
予
算
、
低
い

農
産
物
価
格
な
ど
の
疑
問
に

答
え
を
出
し
て
い
た
の
が
日
本

共
産
党
で
し
た
。
選
挙
の
後
援

会
を
手
伝
う
な
ど
し
て
い
ま
し

た
が
、
馬
術
部
の
現
役
引
退
を

機
に
、
日
本
共
産
党
に
入
り
ま

し
た
。

和
牛
繁
殖
に
奮
闘

獣
医
科
医
院
を
開
業

大
学
卒
業
後
、
獣
医
師
と
し

て
宮
城
県
の
乳
業
工
場
に

和牛農家て診腎にあたるあっしさん

2
0
0
9
年
（
平
成
2
1
年
）
か

ら
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

勤
務
。
2
年
後
、
父
か
ら
「
江
刺

に
仕
事
が
あ
る
」
と
連
絡
が
。

出
稼
ぎ
で
3
人
の
子
ど
も
を
大

学
ま
で
出
し
て
く
れ
た
父
に

「
恩
返
し
」
の
思
い
も
あ
り
、
旧

江
刺
市
農
業
共
済
組
合
に
転

淋
し
ま
し
た
。

1
9
9
1
年
（
平
成
3
年
）
、

独
立
し
千
葉
獣
医
科
医
院
を

開
業
。
家
畜
人
工
授
精
を
業
務

に
加
え
、
一
体
的
に
和
牛
繁
殖

の
成
銀
向
上
に
力
を
尽
く
し
て

い
ま
す
。

妻
を
亡
く
し
、
男
手

一
つ
で
3
人
の
子
育
て

2
0
0
1
年
（
平
成
1
3
年
）
、

章
を
ガ
ン
で
亡
く
し
、
中
学
、

高
校
だ
っ
た
2
男
1
女
を
育
て

ま
し
た
。
毎
日
の
弁
当
作
り
、

各
期
間
の
送
迎
な
ど
大
変
で

し
た
が
、
周
り
の
人
た
ち
の
あ

た
た
か
さ
で
仕
事
と
両
立
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
小
業
者
の
く
ら
し
と

営
業
を
守
る
運
動
も

独
立
と
同
時
に
胆
江
民
主

商
工
会
に
入
会
。
中
小
零
細
企

業
が
地
域
経
済
を
支
え
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

お子さん。お孫さんたちに酌まれて

市長交渉で要望青を手渡すあっしさん

稟現めざし、がんばります
瑚国保税1人2万3千円の引き下げ

燦子とも医襟章は中学校卒業まで無料に

祈住宅リフォーム肋戒の拡充

一寓・介護保険の保険料・利用料負担の軽減

琴クリーンパーク存続　響江刺病院存続


